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こ
の
度
、
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
一
月
五
日
に
、
奥
村
大
作
先
生
が
ご
壮
健
の
う
ち
に
め
で
た
く
古
稀
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
、

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
本
論
文
集
は
、
奥
村
先
生
の
古
稀
を
寿
ぐ
た
め
に
、
日
本
大
学
法
学
部
内
外
の
同
僚
・
友
人
や
、
こ
れ

ま
で
に
薫
陶
を
受
け
て
ま
い
り
ま
し
た
研
究
者
た
ち
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
最
新
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

奥
村
先
生
は
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
一
月
五
日
生
ま
れ
で
、
東
京
大
学
文
学
部
西
洋
史
学
科
を
卒
業
後
、
日
本
大
学
大
学
院
法

学
研
究
科
修
士
課
程
を
修
了
し
、
英
国
ロ
ン
ド
ン
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
政
治
学
（
政
治
思
想
史
専
攻
）
修
了
の
後
、
一
九
六
六
（
昭

和
四
一
）
年
四
月
に
、
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
に
入
所
、
翌
年
に
防
衛
大
学
校
に
移
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
大
学
法
学
部
に
は
、
一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
年
一
〇
月
に
専
任
講
師
と
し
て
着
任
し
、
政
治
学
等
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
は
今
日
に
至
る
ま
で
、
助
教
授
、
教
授
と
し
て
、
三
十
余
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
本
学
の
教
育
と
研
究
に
尽
力
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
奥
村
先
生
か
ら
薫
陶
を
受
け
た
教
え
子
は
、
学
部
の
講
義
を
通
じ
た
り
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
身
近
に
教
え
を
受
け
た
卒
業
生
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
大
学
院
修
了
者
も
数
多
く
存
在
し
て
お
り
ま
す
。

研
究
者
と
し
て
の
奥
村
先
生
は
、
初
期
に
な
さ
れ
た
レ
イ
モ
ン
・
ア
ロ
ン
の
政
治
思
想
に
関
す
る
研
究
を
は
じ
め
、
プ
ラ
ト
ン
、
マ

キ
ァ
ヴ
ェ
リ
、
ホ
ッ
ブ
ズ
、
ル
ソ
ー
な
ど
の
古
典
は
も
と
よ
り
、
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
の
政
治
哲
学
な
ど
現
代
に
お
け
る
政
治
哲
学
に

ま
で
及
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
近
年
で
は
、
毎
年
の
よ
う
に
、
総
合
観
光
学
会
に
お
け
る
全
国
学
術
研
究
大
会
で
の
研
究
報
告
を
重
ね
ら
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政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）

二

れ
て
お
り
、
常
に
第
一
線
の
研
究
者
で
あ
る
と
い
う
姿
勢
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
奥
村
先
生
は
、
政
治
哲
学
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
に
も
か
か
わ
る
よ
う
な
多
数
の
翻
訳
書
も
手
が
け
ら
れ
て

お
り
、
政
治
学
を
学
ぶ
者
に
は
必
読
と
も
い
え
る
著
作
を
い
く
つ
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
は
、
改
め
て
申
し
添
え
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

奥
村
先
生
が
本
学
で
過
ご
さ
れ
た
三
十
余
年
に
お
い
て
は
、
教
育
と
研
究
だ
け
で
な
く
、
学
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
担
わ
れ
ま
し
た
。

近
年
で
は
、
先
生
が
法
学
部
政
経
研
究
所
長
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

本
論
文
集
の
刊
行
に
あ
た
り
、
先
生
の
さ
ら
な
る
ご
健
康
を
心
よ
り
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
後
進
の
者
た
ち
に
対
す
る
先
生
か
ら
の
末

永
い
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
衷
心
よ
り
お
願
い
し
て
、
献
呈
の
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
二
五
年
三
月
吉
日

日
本
大
学
法
学
部
長　

杉　

本　
　
　

稔


